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1 はじめに

音声感情認識は、音声から話者の感情を認識する技

術であり、現在は深層学習に基づく手法が主流となっ

ている [1]。しかしながら、感情の表現の仕方は話者

によって異なるため、話者によっては認識精度が低く

なることがあるといった問題がある。それに対し、性

格特性を考慮した音声感情認識 [2]が提案されている。

これは、音声、テキスト情報、話者の性格特性の 3つ

を考慮した感情認識手法であり、性格特性を表現する

のに LIWC (Linguistic Inquiry and Word Count)[3]

を利用している。LIWCはテキストに含まれる語彙を

カテゴリ別にカウントするものであり、この手法では

話者の使う語彙の傾向などが性格特性に影響すると考

え、LIWCの出力を用いて性格特性を表現している。

しかしながら、LIWCは言語に依存するため、日本語

の感情認識にはそのまま利用することはできない。

また、一方でHuBERT (Hidden Unit Bidirectional

Encoder Representations from Transformers)[4]

という畳み込みニューラルネットワーク [5] と

Transformer[6]に基づいた音声処理のための事前学習

モデルが提案されている。これは、ファインチューニ

ング/転移学習を行うことで音声信号を入力としする

様々なタスクに適用することができる。

本研究では、HuBERTと LIWCを用いた性格特性

を考慮した音声感情認識を提案する。

2 HuBERT

提案手法で用いるHuBERT[4]は音声処理のための

事前学習モデルとして提案されたもので、音声デー

タに対応する埋め込み表現を生成することができる。

音響特徴量であるMFCC (Mel-Frequency Cepstrum

Coefficient)[7]をK-means法 [8]を用いてクラスタリ

ングした結果を疑似ラベルとして自己教師あり学習を

行い、音声波形の埋め込み表現の一部をマスクした状

態でも正しく出力できるように学習を行う。モデルの

名前にあるHidden Unitはこの疑似ラベルに相当する
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ものをさす。

HnBERTは CNNエンコーダと Transformerエン

コーダから構成されている。入力された音声信号は、

CNNエンコーダを通すことでフレームごとの音声信

号の埋め込み表現に変換される。さらに、Transformer

エンコーダを通して、文脈 (前後関係)を考慮した埋め

込み表現が生成される。Transformerから出力される

文脈埋め込み表現が疑似ラベルに対応したものになっ

ている。

実現したいタスクに合わせた出力層を追加し、ファ

インチューニングや転移学習を行うことで、音声信号

を入力とする様々なタスクに適用できる。たとえば、

音声認識に用いる場合には、ソフトマックス層を追加

し、音声信号に対して対応するテキストが出力できる

ように学習を行う。

3 LIWC (Linguistic Inquiry and

Word Count)

LIWC[3]は心理学の領域におけるデファクト・スタ

ンダードの感情辞書であり、日常よく使用される単語

に対して、専門家によってあらかじめ分類されたカテ

ゴリを割り当てたものである。カテゴリは、大きく言

語学的なカテゴリと心的プロセスに関するカテゴリが

含まれる。言語学的なカテゴリには、助動詞、接続詞

などの文法的機能を示す語である機能語、名詞、動詞

などの実質的な内容をもつ語である内容語とが含まれ

る。心的プロセスに関するカテゴリには、感情的/認

知的/社会的プロセスなどに対応するカテゴリが含ま

れる。英語版 (1997, 2001, 2007, 2015)以外にも様々

な言語版が作成され、日本語版 (J-LIWC2015)[9]も存

在する。LIWCは文に含まれる語彙がどのカテゴリに

含まれるかを調べてカウントすることができ、その結

果を利用することで、書き手/話し手の心理傾向の推

測、心的態度の推定、感情推定などに利用できること

が知られている。

4 性格特性を考慮した音声感情認識

提案する性格特性を考慮した音声感情認識では、音

声と性格特性ベクトルを用いて日本語を対応とした音
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図 1: 提案システムの構成

声感情認識を実現する。感情としては、普通、喜び、

悲しみ、怒り、恐れ、嫌悪、驚き、焦り、落ち着きの

9つを扱う。事前学習モデルとして日本語の音声に特

化したHuBERT[10]を使用し、ソフトマックス層を追

加し、HuBERTから出力される音声信号に対応する

文脈埋め込み表現と性格特徴ベクトルから感情認識が

行えるように転移学習を行う。性格特性ベクトルは日

本語版の LIWC (J-LIWC2015)[9]を用いて生成する。

4.1 構成

図 1に提案システムの構成を示す。音声信号は、Hu-

BERTに入力されると同時にLIWCを用いた性格特性

ベクトルの生成にも用いられ、性格特性ベクトルとあ

わせて、ソフトマックス層で感情認識が行えるように

学習を行うことになる。LIWCの入力はテキストデー

タである必要があるため、音声信号を音声認識システ

ムを通してテキストに変換してものを LIWCへ与え，

その出力を利用して性格特性ベクトルを尾止めること

になる。

4.2 性格特性ベクトル

性格特性ベクトルは LIWC(J-LIWC2015)の出力を

用いて生成する。LIWCの出力は話者の使用する語彙

の傾向を反映したベクトルであり、ここでは、LIWC

ベクトルと呼ぶものとする。性格特性ベクトルは、背

景話者 (訓練データに用いる話者)の特性との類似度

で表現する。

話者 iの性格特性ベクトル c(i) は

c(i) = Gg(i) (1)

で与えられる。ここで、g(i)はノルムが 1になるよう

に正規化した話者 iの LIWCベクトル、N は背景話

者の数である。また、 Gは背景話者の LIWCベクト

ルをまとめた行列である。

4.3 学習

HuBERTにソフトマックス層を追加し、音声デー

タと音声データから生成した話者ごとの性格特性ベク

トルを入力として与え，音声データに対応する感情を

出力するように転移学習を行う。

5 計算機実験

計算機実験を行い、性格特性を考慮することで音声

感情認識の精度が上がる可能性があることを確認した。
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